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　仲間の２人の干支がウサギということから「福
うさぎ」と名づけた３人は、普段は、それぞれ
多彩な趣味と才能を発揮して活動しています。
　陶芸を手掛ける中川由美子さんは「子どもが手
を離れた10年ほど前に、この先長く続けられる
奥が深いものをやってみたい、と考えたときに
たどり着いたのが『陶芸』でした」と江別の陶
芸市で見つけた作品をきっかけに陶芸教室に通
い、平成14年10月に独立、念願の窯を持ちまし
た。夏には道民の森月形地区でインストラク
ターとして、訪れる人に陶芸を教えています。
「陶芸は同じものを作ってと言われても、近い
ものはできても絶対同じものにはなりません。
火の入れ方で想いどおりの作品に仕上がらない
ことが多いのですが、奥が深くて面白みがあり
ますね」と話します。
　高校時代からやってみたかったという織物を
展示しているのは、江口幸子さん。綿、シルク、
ウールなどを一織り一織り織って行く地道な作
業を繰り返し、小物や服に仕上げます。作業半
ばで自分がイメージしたものと違うときは縦糸
にはさみを入れてやり直すほどのこだわりを持
ち、和裁も手掛ける江口さんは「今年の成人式に
は、自分で仕立てた振袖を娘に着せることがで
きました。今年は、自分で糸を選んで色を染め、
着尺の反物にして着物を仕上げてみたいと思っ
ています。織り機に1000本以上の縦糸を掛ける
作業は大変ですが、いい先生にも巡り合えたの
で叶えてみたい」と新しいことにも挑戦します。
　骨董市で明治、大正の着物などを集める目黒

久美子さんは、古布をタペストリーやのれん、
小物に蘇らせています。大きなものでは振袖で
布団を作ったことも。他にも多岐に渡った活動
をしている目黒さんは、自ら着物を着ることも
多く、成人者の振袖の着付けを依頼された家ま
で出向いて行っています。また成人式場で、振
袖姿の女性の着物をさりげなく直す心遣いも忘
れません。「その家に行って着付けをすると、家
族みんなが娘さんを見て喜んでくれます。着付
けのやり甲斐がありますね。式では、せっかく
の晴れ舞台に着物が着崩れていては台無しで
す。少しでもお役に立てればと思ってやってい
ます」と話します。また、手話サークルを結成し
て、ろうあ者とのコミュニケーションを大切に
活動したりと、実に幅広い才能を発揮していま
す。「福うさぎとして活動するのは年に1回ほど
ですが、違うものを手掛ける3人が展示会をやっ
ていて面白いのは、違うものだからこそ、相手
の作品からヒントが貰えて、また、相手の作品
を生かすには、自分がどう取り組むかなど新し
い発想が生まれますね。3人が共通して持って
いる『和』の魅力と、陶器の硬さと布の柔らか
さをうまく組み合わせて5月にまた展示会をや
り た い と
思っていま
す」と話す3
人の個性が
織り成す作
品展示が、
楽しみです。


